新聞4コマ漫画が描く鳩山由紀夫首相(後編-1)首相在任期間中の3大紙の4コマ漫画に関する一分析 2009~2010 by 水野 剛也 & 福田 朋実
新聞4コマ漫画が描く鳩山由紀夫首相(後編-1)首相
在任期間中の3大紙の4コマ漫画に関する一分析
2009~2010
著者 水野 剛也, 福田 朋実
著者別名 Takeya MIZUNO, Tomomi FUKUDA
雑誌名 東洋大学社会学部紀要
巻 51
号 1
ページ 5-12
発行年 2014-01
URL http://id.nii.ac.jp/1060/00008348/
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
新聞4コマ漫画が描く鳩山由紀夫首相(後編一1)/水野剛也・福田朋実
新聞4コマ漫画が描く鳩山由紀夫首相(後編 -1)
首相在任期間中の3大紙の4コマ漫画に関する一分析 2009~2010 
R恒leMinister Yukio Hatoyama in Newspaper Comic S廿ipsCPart 3 ) : 
An Analysis of Comic S廿lpsm出e官官eeM司orN ational N ewspapers in J apan 2009-201 0 
はじめに 前編・中編の要約と後編一1のねらい
水野剛也・福田朋実
Takeya MIZUNO and Tomomi FUKUDA 
本論文は、鳩山由紀夫首相の在任期間中 (2009年 9 月 16 日 ~201O年 6 月 8 日)に 3 大全国紙 u毎
日新聞j. r読売新聞』・『朝日新聞j)の社会面に掲載されたすべての4コマ漫画(朝刊・夕刊とも)
を精査し、そのなかから首相を描いている作品を網羅的に抽出し、それらが首相をどのように描いて
いるかを主に質的に分析する試みである。
本誌前々号(第50巻・第 1号、 2012年12月)に掲載した前編では、論文の目的・方法・意義・構成
を説明した上で、量的な側面から全体像を術撤した。
それをふまえ、本誌前号(第50巻・第2号、 2013年3月)に掲載した中編では、『毎日新聞』の
「アサッテ君J(朝刊)と「ウチの場合はJ(夕刊)、そして『読売新聞Jの「コボちゃんJ(朝刊)を
質的に分析した。
本号に掲載する後編 -1では、『朝日新聞Jの「ののちゃんJ(朝刊)を同じ方法で分析する。
本誌次号に掲載する予定の後編 -2では、『朝日新聞』の「地球防衛家のヒトピトJ(夕刊)を同一
の手法で分析し、さらにその次の号では結論として分析・知見を総括し、今後の研究課題や全体を通
して得られる考察を提示するつもりである。
1 本論文の目的・方法・意義、および構成
本誌前々号(前編)に掲載。
2 量的な側面から見た全体的な傾向
本誌前々号(前編)に掲載。
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3 新聞4コマ漫画が描く鳩山首相
・アサッテ君(東海林さだお) r毎日新聞j(朝刊)
・ウチの場合は(森下裕美) r毎日新聞j(夕刊)
・コボちゃん(植固まさし) r読売新聞j(朝刊)
-ののちゃん(いしいひさいち) r朝日新聞j(朝刊)
本誌前号(中編)に掲載。
『朝日新聞』の朝刊で連載されている「ののちゃんJ(いしいひきいち)は、主人公・山田のの子の
家族を中心として、家庭や学校における彼らの日常生活を描く家庭的な4コマ漫画である。山田家は
5人家族で、会社員の父親・たかし、専業主婦の母親・まつ子、中学生の長男・のぼる、小学3年生
の長女・のの子、祖母・山野しげ、からなる。無愛想で散歩嫌いの飼い犬・ポチもいる。 2009年の作
者のインタビューによると、漫画の舞台は自身の出身地である岡山県玉野市をモデルにした「たまの
の市」であるという。出
「ののちゃんJは、その前身「となりのやまだ君」を改題した作品で、本論文執筆時点 (2013年
9月)でも5，700回を超えてなお継続中である。「となりのやまだ君」は1991年10月から1.935回の連
載をかきね、 1997年4月に「ののちゃん」に改題された。「となりのやまだ君」を含めれば、連載は
約22年、 7，700回強に及ぶ。その問、新聞以外の媒体にも進出し、 1999年7月には「ホーホケキヨ
となりの山田くん」として映画でアニメ化、 2001年7月から2002年9月にかけてはテレビでも「のの
ちゃん」のタイトルでアニメ化されている。出
作者・いしいひさいち(本名・石井書ー)は、 4コマ漫画を中心に多方面で活躍している漫画家
で、「現代の4コマ漫画発展に大きな功績を残した一人」と評価する研究者もいるほどの第一人者で
ある。 1951年うまれのいしいは、関西大学で漫画同好会に所属し、デビュー作は在学中の1972年から
求人情報誌『日刊アルバイトパートタイマー情報』に連載した iOh !バイトくん」であった。 1976年
に大学を卒業後は次々にヒットを飛ばし、代表作として「がんばれ! !タブチくん!! J (r漫画アク
ションj)、「経済外論JU朝日新聞j)、「コミカル・ミステリー・ツアーJUミステリーズ!j)、など
がある。受賞歴も多く、第31回文義春秋漫画賞 (1985年)、第32回日本漫画家協会賞大賞 (2003年)、
第54回菊池寛賞 (2006年)、などがある。 2003年には「ののちゃん」などで第7回手塚治虫丈化賞短
編賞を受賞している。部
鳩山政権時の「ののちゃん」には、本論文にとって看過しえぬ変化が少なくとも 2つあった。 1つ
は、作者が体調を崩し3ヵ月強にわたり休載したこと、もう lつは、実に4年7ヵ月ぶりに首相が描
かれたことである。
まず、 2009年1月21日号の作品 (No.4882)を掲載後、「ののちゃん」は2010年2月いっぱいまで
連載を休止している。『朝日新聞Jは、その理由を「作者の病気療養のため」としか説明していな
い。「ののちゃんJだけでなく、他の媒体でいしいが連載していた漫画もすべて休載となった。再開
したのは 3ヵ月以上後、 2010年3月1日号からである。復帰にあたりいしいは、「ののちゃん」は
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「あいかわらずです。ホンマに困った漫画ですが、これから
もよろしくお願いしますJと『朝日新聞J紙上でのべてい
る。しかし、このときにも「病気」について具体的な説明は
なされなかった。 37
次に、本論文にとってより重要な出来事として、連載の再
開後、実に4年7ヵ月ぶりに首相が描かれている。 2010年4
月21日号 (No.4533、図11)の作品がそれである。
わずか 1本ではあるが、長い潜伏期間を経て「ののちゃ
ん」に首相が登場した事実は、それだけで注目に値する。先
行研究(本論文前編・後注3参照)がくり返し指摘している
ように、「きわめて家庭色が強い漫画で、政治や政治家がほ
とんど登場しない」という特徴が「ののちゃん」には一貫し
て見られるからである。鳩山を描いたこの作品以前では、
2005年9月12日号の作品(番外作品)で小泉純一郎が描かれ
たのが最後で、その後、安倍晋三(第 1次、以下略)・福田
康夫・麻生太郎の3人はl度も登場していない。四
参考までに、小泉から鳩山まで5人の首相を描いた頻度と
作品数をまとめると、表12のようになる。全員の在任期間を
合計した約9年1ヵ月間を通じて、本論文の定義に合致する
方法で首相を描いているのはわずか5本しかない。鳩山を描
いた l本がいかに希有であるかがわかる。
表12 rののちゃん」における首相を描いた作品の頻度と本数
(首相別)
小泉純一郎 (1. 927本中4本)
(354本中O本)
(355本中O本)
(348本中O本)
(163本中 I本)
安倍晋三
0.20% 
0.00% 
0.00% 
0.00% 
0.61% 
福田康夫
麻生太郎
鳩山由紀夫
さらに、本論文にとって同程度に注視に値するのは、鳩山
⑩蔵蹴25きち
J 
〈 ?
?
?〉
図1 2010年4月21日号 (No.4533)
を描いたその 1本がかなり辛嫁な政治風刺を展開していることである。「小沢さん、鳩山政権らしい
政治をしたいんだJ(1コマ)と話す鳩山に対して、小沢一郎が r[鳩山は]ドリルの替刃だよ」
(4コマ)、つまり背後で実権を握る支配者(小沢)に操られる使い捨ての部品のようなものだと放言
している。民主党幹事長の小沢が党首である鳩山と同等、あるいはそれ以上の力をもっていること
は、鳩山が首相に就任する以前からしばしば指摘されていた問題であり、図1はその力関係をあから
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さまに榔捻している。なお、「アサッテ君J(r毎日新聞』朝刊)にも、小沢の影響力が鳩山のそれを
上回っていることを批判的に描く作品がl本(本論文中編・図6)あった。
このように強烈な政治的批評性・風刺性を含む作品は、「家庭的4コマ漫画」というよりも、「時事
的4コマ漫画」、とくに作者の見解をはっきりと表現する「自己主張型Jのそれに近い。 3大全国紙
の4コマ漫画では「地球防衛家のヒトビトJ(r朝日新聞』夕刊)だけが「自己主張型」の時事漫画に
該当する。他の政治家と対比・並列して首相を描いている点でも、図1は自己主張型の「地球防衛家
のヒトビトjと類似性がある。詳しくは本誌次号に掲載する予定の後編 -2で分析するが、「地球防
衛家のヒトビト」が鳩山を描いた1本のなかにも、他の政治家とともに首相を批判的に登場させる作
品が4本ある。この描写法は小泉政権以来、一貫して見られる「地球防衛家のヒトビト」の特徴であ
る。図1は旺盛な批判精神を発揮する自己主張型の時事漫画に類する作品であり、逆に家庭的な特徴
はほとんど見られない。
上述の点に関連して、作品中に山田家の面々がまったく登場せず首相本人(と小沢一郎)が架空の
状況で主人公を演じている点は、他の時事的4コマ漫画でもめったに見られぬ「ののちゃん」独自の
特徴といえ、むしろ政治批評そのものを目的とする 1コマの政治風刺漫画に近接しているとさえいえ
る。「ののちゃんJは過去にも l本の作品 (2002年2月12日号、番外作品)で小泉を主人公として描
いたことがあった。先行研究も指摘しているように、新聞4コマ漫画は政治風刺を主たる目的として
いるわけではなく、時事問題を積極的に取りあげる「アサッテ君」や「地球防衛家のヒトビト」でさ
えも、レギュラーの登場人物抜きに首相その人を主人公として描くことはほとんどない。鳩山の在任
期間中は、「アサッテ君Jで擬人化した「鳩」と鳩山のみを描いた作品が1本(本論文中編・図7)
あるだけで、しかもこの作品においでさえ中心的な役割を与えられているのは会話をする「鳩」であ
る。他方、 lコマの政治漫画では政治家本人が中心人物として描かれる場合が圧倒的に多い。「のの
ちゃんJは、首相を描くことがまれであるばかりか、その描き方にも独自性がある。
補足として、見方によっては、図1の真の主人公は鳩山ではなく小、沢だ、といえなくもない。この解
図122009年9月3日号夕刊 (r毎日新聞.1)
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釈が成立するのは、作者のいしいが他の新聞
に掲載した作品において、民主党の幹部のな
かで小沢をもっとも重視しているからであ
る。衆議院総選挙 (2009年8月30日執行)で
民主党が圧勝し政権交代が確定した直後、い
しいは「麻生太郎首相に贈る lコマ」
(図12)を『毎日新聞』に寄せている。その
なかで作者は鳩山を含む4人の民主党幹部を
描いているが、もっとも大きな役割を与えら
れているのは明らかに小沢一郎である。その
内容も基本的には図1と同じで、小沢自身に
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「ワン+トロイカだろう」といわせることで、党内における小沢の突出した影響力を風刺している。
このときの民主党の中枢は、「トロイカ体制J(1トロイヵ」は3頭でヲ|く馬車を意味するロシア語)、
つまり、鳩山と小沢と菅直人の対等な協力関係でなり立っていると考えられていた。これに対し図12
は、 3人の力は実際には同等で、なく、小沢が飛び抜けて強い実力者であることを批判的に訴えてい
る。あくまで lつの解釈でしかないが、同じく図1でも作者の力点は鳩山よりも小沢に置かれていた
のかもしれないom
加えて図1について留意すべきは、マス・メディアにより報道される首相を描く、という新聞4コ
マ漫画で多用される構図と似た趣向が凝らされていることである。 1コマ目を見ればわかるように、
この作品はいわば2重構造で、のの子の小学校の「学級新聞」に掲載される 4コマ漫画「こどもだま
しニュース」を紹介する、という「漫画中漫画」のような描かれ方をしている。「木村カズキ」はの
の子の同級生である。もちろん、「学級新聞」は厳密にはマス・メディアとはいえない。しかし、そ
の本質においては、新聞やテレビが伝える首相を一般庶民が見る・語るという構図ときわめて類似し
ている。これは新聞4コマ漫画で広く用いられる注目すべき特徴の1つであり、先行研究もくり返し
指摘しているし、本論文の中編で「アサッテ君」を分析した際にも言及した。また、本誌次号に掲載
する予定の後編 -2であらためて論じるが、「地球防衛家のヒトピト」にも同じ構図の作品が複数あ
る。
分析をもう一歩すすめれば、小学校の「学級新聞Jを媒介させることで、政治風刺に「子供」の視
点をもち込み批判性をより高めていると読むこともできる。これまでの研究では、大人社会のリー
ダーである首相を子供が痛烈に皮肉る作品は、「地球防衛家のヒトピト」でよく見られる(後編 -2
で紹介する予定であるが、鳩山の在任期間中にも l本ある)ことがわかっている。「学級新聞jは
「ののちゃん」の他の作品にもしばしば登場するが、小学生がつくる新聞に一国の最高政治指導者を
郁撒させることで、批評性・風刺性をさらに強めていると考えられなくもない。
以上の知見・考察を総合すると、先行研究が「ののちゃん」を「純家庭的4コマ漫画」ではなく、
ごくまれに鋭い政治批評・風刺をすることもある「家庭的4コマ漫画Jと一貫して特徴づけてきたこ
とには十分な妥当性があるといえる。前述のとおり、小泉以後、安倍・福田・麻生の在任期間中、
「ののちゃんJで首相が描かれることは 1度もなかった。にもかかわらず、先行研究が「ののちゃ
ん」を他の家庭漫画と区別しつづけたのは、作者のいしいが「本来、政治を含む時事的な問題にまっ
たく無関心な漫画家ではないjことに加えて、数こそ少ないが小泉を描いた作品が「痛烈な政治風刺
を効かせ、意図して批判的な文脈で首相を描いている」からであった。そして、先行研究が見立てた
とおり、その批評性・風刺性は完全に消失していたわけではなく、長い潜伏期間はあったものの鳩山
政権時にふたたび表出した。本論文により、「ののちゃん」の「家庭的4コマ漫画」としての位置づ
けはより強固になった。
また、「ののちゃん」が鳩山を描いたことは、家庭的4コマ漫画の首相描写に関する先行研究の仮
説をある程度は補強する材料にもなる。その仮説は、家庭漫画で「首相が搭かれるのは、政治とは
9 
東洋大学社会学部紀要第51-1号 (2013年度)
まったく無縁の家庭でも話題にのぼるほど首相の言動が社会で注目され、大きなニュースとして(と
くにテレビなどマス・メディアで)報道されている場合にほぼ限定される」、というものである。鳩
山と小沢の関係もマス・メディアでさかんに報道され、社会で注目される問題であった。それは、前
述したように時事的4コマ漫画である「アサッテ君」で批判的に取りあげられていることからもわか
る。
他方、突如として首相が描かれたことで、「ののちゃん」の首相描写について解明すべき課題がよ
り深まったことも事実である。もっとも重要な問題として、普段の「ののちゃん」は「意図的に政治
問題を避け、あえて家庭的な漫画に徹している」と考えられるが、いかなる場合にその方針から逸脱
して首相を描くのかは、本論文で得た知見だけでは推測することすら難しい。鳩山を描いたのはわず
か1本、小泉を描いた作品を含めても合計で5本しかない。作者のいしいは連載3，000回を迎えた際
に、「世の中がどうなろうと『しらんぶりJが「ののちゃん』の基本です」と語っている。病気療養
から復帰した際にも、「ののちゃん」は「あいかわらずです。ホンマに困った漫画ですが、これから
もよろしくお願いします」とこれまでの作風を維持する意思を表明している。にもかかわらず、作者
は「しらんぷり」を決め込まずに鳩山を描いた。現時点では、この事実を合理的に説明するには明ら
かに材料不足である。上述した家庭的4コマ漫画の首相描写に関する仮説とは別に、「ののちゃん」
がいかなる場合に首相を作品中に登場させるのか、今後も検討をかさねていく必要がある。岨
ただ1つ現時点で確かなのは、突然に政治風刺性を発揮して首相を描く可能性を「ののちゃん」は
つねに内包している、ということである。前身の「となりのやまだ君」から連載20年を迎えた2011年
10月、作者は「新聞まんがだからこの程度がよいとか、いつも同じがよいとは考えません」と書いて
いる。また、 2012年の著書に寄稿したインタビュー形式の自筆エッセーでも、「私にはニュース漫画
家の側面があるのですが [WののちゃんJでは]これもヤセガマンしてやっていません」と書いてい
る。「ヤセガマン」という言葉は、本心では時事的な出来事を取りあげたいという欲求が著者にある
ことを強くうかがわせる。またふたたび、突如として首相を登場させる可能性は十分にある 041
いずれにせよ、「ののちゃん」の首相描写について現在得られている以上の洞察を導くには、病気
による休載が何らかの影響を及ぼした可能性も含めて、今後の継続的な研究が欠かせない。鳩山の後
任の菅直人と野田佳彦、民主党から政権を奪い返した自民党の安倍晋三(第2次)、さらにそれ以
降、いしいの意図的な無関心を途切れさせる首相がふたたび出現するのかどうか、ひきつづき注視し
ていく必要がある。もちろん、先行研究が存在しない小泉以前の首相に研究範囲を広げることも、突
破口を聞く有力な手段となりえる。そうすることで、「ののちゃん」の首相描写はもちろんのこと、
家庭的4コマ漫画の首相描写と社会的注目度に関する前述の仮説についても、精綴化にむけて有用な
材料が得られるだろう。 42
10 
新聞4コマ漫画が描く鳩山由紀夫首相(後編一1)/水野剛也・福田肪実
34 小川雪「行こうののちゃんの町へJr朝日新聞.12009年5月5日。
35 1ののちゃん5000回へ一家の日常風刺の隠し味Jr朝日新聞.12011年8月9日、「朝のクスッと20年Jr朝
日新聞.12011年10月12日。いしいの病気療養のため、 2009年1月21日号の作品 (No.4882)を掲載後、「のの
ちゃん」は2010年2月いっぱいまで休載している。再開したのは同年3月1日号からである。
36 山口佐栄子 14コマ漫画J、夏目房之助・竹内オサム編・著『マンガ学入門.1(ミネルヴァ書房、 2009年)、
12。いしいの著作歴については、山野博史「いしいひさいち著書目録Jr関西大学年史紀要』第15号 (2004年
3月): 1 ~52、いしいひさいちほか、新保信長・穴沢優子編「文義別冊 [総特集]いしいひさいち 仁義な
きお笑い.1(河出書房新社、 2012年)、が詳しい。
37 Irののちゃん』しばらく休みますJr朝日新聞.12009年1月21日、「いしいひきいち氏療養Jr読売新聞』
2009年2月21日夕刊、いしいひさいち「読者のみなさんへJr朝日新聞.12010年2月22臼。
38 1番外作品」とは作品番号が記されていない作品のことで、小泉を描いた4本中、 2005年9月12日号の作品
を含む2本が番外作品であった。鳩山を描いた l本は、番号が記された通常の作品である。
39 1特集ワイド '09天下の秋麻生さんに贈る 3枚の漫画Jr毎日新聞.12009年9月3日夕刊。いしい以外に
も、コジローと大枝恵子がlコマ漫画を l枚ずつ寄せている。
40 いしいひさいち nしらんぶり』基本にJr朝日新聞.12005年9月20日、いしいひきいち「読者のみなさん
へJr朝日新聞.12010年2月22日。
41 1朝のクスッと20年 デッチあげインタビュー第38図Jr朝日新聞.12011年10月12日、いしいひさいち「でつ
ちあげインタピ、ユー いしいひさいちに聞く」、いしいほか、新保・穴沢編 f文義別冊 [総特集]いしいひさ
いち.120 
42 本論文執筆時点 (2013年9月)で、菅・野田・安倍(第2次)を描いた作品は確認できていない。
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[Abstract] 
日加leMinister Yukio Hatoyama in Newspaper Comic S廿ips(Part 3 ) : 
An Ana1ysis of Comic Strips in出e官官eeM司orNational Newspapers inJapan 2009-2010 
Takeya MIZUNO and Tomomi FUKUDA 
This research attempts to analyze qualitatively (and partly quantitatively) how comic 
strips of the three major national newspapers in Japan， Mαinichi， Yomiuri， and Asahi， both in 
morning and in evening editions， por仕ayedPrime Minister Yukio Hatoyama during his ten-
ure， from September 16， 2009 to June 8， 2010. 
As the third installment of a five-part series (initialy planned as a three-part series， but 
modified to be five-part due to space limitation)， this article (Part 3) analyzes qualitatively 
how Asahi's“Nono Chan" (Litle Nono) depicted Prime Minister Hatoyama. 
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